
奄 美 方 言 概 観

上 村 孝

は じ め に

奄美方言とは喜界島・大島本島(属島を含む)・徳之 島・沖永良 母音 は共通語と 同 じように， a i u e 0の五母音 があるが， 徳
部島・与論島に行われる方言をLヴ。 方言区画は以上五つの島を 之島・大 島には， そのほかに中舌音 ï と ë (オとエの中間音 ，
基にして立てられるが， 大島本島の方言は中で も最も大 きい方言 すなわち白])がある ただし， 奄美方言の e， 0 は稀れであっ

で ， これを北部方言と南部方言とに分ける. すなわち， 北部は名 て， その他の母音 が基本となる ï は喜界島・沖永良部品・与論
瀬を中心とする言語 で ， 南部は古仁屋を中心とする言 語である 島の i に 対応すると同時に 共通語のe にも 対応する. I雨J?amï 
その境界は， 西部は大 和村と宇検村， 東部は住用村と瀬戸内町と ?am i， I値段JnïdaD n idaD. 例外も多い， k'ï (木) m ifi(飯)
の閣にあるが， 境界地帯では両方言の要素が幾分混ざり合 う 徳 mï t!・mït (水・大島南部 )等 .々 ただし， 共通語の語頭のエに 対

之 島方言は伊仙村地方の方言がわりに保守的なのに 対して他町村 しては， I柄J j i:， I校Jj ida， juda， I鉛筆J jemp its u など.

の方言はくずれている. 沖永良部島方言は和泊町の方言と知名町 しかしなお ï は徳之 島・大島 ではス ツチ， ズヅヂなどの母音
の方言とに分けられる. 与論島方言は小方言 で ， 集落 差は少な として現われることがある. 大島北部と徳之島と共通する語形で

ー い. 喜界島は小野津 方言を除いて ， だいたい共通の方言が行われ 例を挙げる， sïsï (煤) sina (砂) ?usï  ( 臼) ' tsïmi (爪) ' tsï (血)
古川zi (庇) mid zi (水). シの母音 も まれに sïma(島 )?isi (石)

など大島北部 で 聞かれるが， 徳之島の方言が濃い. このような場
合の中舌音 は幾分弱 まりつつあるのが大 勢のようである. また一
方沖永良部・与論方言 で も 地域によってはチシなどにlが見出さ
れることがある. 喜界島にも中間地方には， 奄美本島の1をや や
前寄りにした中舌 音 ， ?asi (汗) hazi (風) …があるという. ー

お ている 尤も大島北部方言の中にも， 北端に 特異な佐仁方言がゐ

前E り， 大島南部方言の中には， 変 った与路島・諸島の方言が 含 まれ
� ている 以下方言の文法 ・音 韻についての概観を試みようとする
械 が， 断りのない限り， 各方言の例証となる語形は広く行われるも

婦 のを採るが， 徳之島方言は伊仙村方言 で ， 沖永良部方言は和泊町
の方言 で 代表することとする.

c') 



イ本1はどの子 音 とも結合することができるが， t d に導かれる

場合はlに変化 する 傾向が見ら れ る ， tï!J> ti!) (天)， ?udï>udi 

(腕)

次に徳之島・大島の e は共通語の速母音 ai， ae， oe などに対
して現 わ れ る . Fë (灰) m ë  (前) m 邑:rjuri (燃える)記:rjuri

(添える). . そして喜界 島 ・沖永 良部品・与論島 の e:に対応
するが， oe に関しては例外となって， 沖永 良部島 で は1: で あ
り， 与論島 では U1， 大島南部では ï: で あ る (1燃える J m e:jui 

〔喜界 J， mi:jumu C 沖永 J， m ï:jum C大島南部J). 例外はす7こぶ
る 多い， dokon e  (大根)(大島北部J， j asï (野菜) (大島J， a'kin je 

(商)C大島南部〕 またeは意外なところに現われる. 徳之島
方言の動詞の命令形にはs これがつき纏う. k'akë ( 書け)? wïg ë 

(泳げ) jum 邑(読め )t'ub ë (飛べ) のように. 同方言では形容詞
の語尾も ?a:kë:( 赤L、) mïdzï rakë: (珍らしし、) とも いう また

たけ
大島南部では「竹J 1酒J 1獄J 1畠」など 語 尾に ケ をもっ語は，
deh ë， • sïh ë， teh ë， h a'teh ë であり， 北部の dë: ， së:， të:， h a'të 

に対応 する， という有様で己はなかなか勢力がある. ë も ど の子

音にも結合され るが， 一般にt d szn r などと音節を作る場合
は， e に変化 しつつあるようである 大 島と徳之島で 共 通 す る
例， të:Fu> te:Fu (台風)， dë:k'un ï> de:k'unï (大根)， ?a' kin ë> 

? a' kin e (商) . 徳之島方言の動詞の命令形の場合でも tatë>
tate (立て)， karasë>karafe (貸せ)， Sinn ë> Sinn e (死ね)， turë 

>ture (取れ)
さて共通語の母音 oに対応 する母音 は全域uである ?uja(親).

0 は長音0: として現われる 例は別として大島方言ほ ど 多く実現 可

される， m oh o  (婿) ' kum o (雲)k'oh on o・t(九つ) など 語素的に

固定する 傾きが見られる. 中でも大島南部の辺境与路島方面 では
o の頻出がめざ ましい? oto( 音 ) Foso: (瞬) m ok'ade (百足) sob a  

(九州方言スパ=唇)等々 長音0:は喜界 島を除いて共通語 の ao

に対 するもの， ? o: (青) so: (梓)， -awaに対 するもの， ? o: (粟)
t‘ o:ra (俵) k' o: (河) Fo:ra (河)( 沖永J， h o:ra (河) ( 与論〕など

に現われる

単音節語 を長く引く のは， 大島北部方言や徳之島の東 北部 方言
では薄いが， �美方言の特色に数えられる . ただし， アク セン ト

によって長音 化する語 とそうでない語とに分かれる処がある 例

えば徳之島の亀徳方言では「莱」は平板調 で長音化 するが， 1歯J
は下降調 で短いというように. また長音 化され た語 が語頭に立っ
て複合語 を 作る こともよく ある 。 ミーガニ(呂がね)・パ ージシ

(歯肉=歯茎) C与論J， チー クレグヮ(乳呑子)・ムィ ーガー ラ，
う ーガーラ(女瓦， 男瓦) ( 徳J， ミーナミ， うーナミ(女波， 男波)

〔喜界〕 など. 二音節語で語尾 を長く引く のは如何にも南島的
である. 大島南部 地方から徳之島・沖永 良部島 まで行われる た
だし集落により長音の程度もさ まざまで， だいたいは半長音 の方
言 が多L、. また方音によりアク セントとの関係 で， 語によって長

音 化するも のと， しないものとに分かれる 例えば， 沖永 良部 の

方言ではハナ亨(花)ハ子-;(ぬ) ウニ(海) の如 である. 同 方

言では四音節以上の語 でもアブ ラアのEE， ミーナダア(夜)の類

がある. 尤も大島南部 方言図にもこの現象がある が， むしろ語尾



より 二番目の音節を引くの がこの 方言の 特色で 宇検地方・加計路
麻ぬ・ 与路島などに聞かれる， ムカアデ(百足)シグウ トウ(仕事)
ハ カア マ(袴) こ れが アク セン トに関係する方言と無関係の 方
言とがある しかしなお， 与路島方言は二音節語 で 第一音節を引

く特徴 も も っ， ハ ア シ(橋)コ オシ(腰)クウチ( ロ)ウウ シ

(牛) ・すなわち最後の音節が 狭母音を含む音節である. 語 集的
ならばひろく各方言から用例を拾 うこ とはで きるけれども.

母音の 無声化一一語尾の 1 U が無声化するのは 大島南部 が著
しく， 古仁屋以南では遂にそれが脱落して， k ，  t， Pの 入声を生

じる に至る おJ i， おf (石) t'U' tf (万自=妻)mi' tj， m i t (水)
'ku'kV， 'kuk (釘) k' a' bj， k ap (紙) ni gir (右) ・ . 濁音に
先立たれる母音が無声化する場合は， 一旦それが清音化される傾

向のあるこ と， 無声化と 同時に先立つ音節の母音が半長音化する
こ となど九州西南部 方言に似たとこ ろ がある目 なお飛んで 与論島
で も 語尾の 狭母音は弱 まる， ?ifi (石) had 3j (風) ?ui bj (をよ
び =指) ja: tfj (八つ). tabakv (タ ノぐコ)• • 

この よ うに無声化した語 尾が助詞ワ又はヤ(共通語の ハ に当る)

お
と接する際は， 次のような融合形がで きる・ 大島南部 :?i f f a  (石

騒
は)t'u ttf a (万自は)m ïtta (水は) 'kukk ja�'kukk a (釘は)k' app ja 

制 �k' appa(紙は) ni gir r ja (右は). 与論島:?if a: (石は) hadj a: 
快 (風は)?ui b ja: (指は) tabakw a: (タ ノイコは)..... 無声化とは

jIJI( 無関係だが， 岡島の， pana (花)→ pano:(花は)は注意すべきであ
得 る. なお語 尾の 無声化現象を今日の とこ ろ認めて いないが， 沖永

良部島にも mi d 3i→mi sd a(水は)mi 'tf i→mi 'tf a  (道は) had 3i・

ー・h ad 3a (風は)など与論島方言に 似た 変化を示す. 喜界島はま
た特異な融合形を 作る• ?ifi→?if e: (石は) tsu'k i→ tsu'k e: (月
は)mγ tfi→m i' tfe: ( 道は)mi du→mi do : (水は) hadi→ hade: 

(風は) hani - ，han e: (金は)mu!)→mu no: (食物は). Fana-. 

Fana : (花は)は平凡. 因み に大島南部 ではL、わ ゆる濁音の促音，
'kw ad do: ( 活動)koggo ( 国語 )などが行 わ れるが， その他の 地

方は先ず東京式なの である
さて 与論島方言を除いた奄美方言には， 破裂音や破擦音に存気

音と無気音の区別がある 最も きれいなき まりを見せるの は喜界
島方言 であり， 他の 方言 では集落差が大きいが だいたいを述べる
と， カ行有気音は， 共通諮の語頭の カ及び ケ・コの子音に対して

現わ れる k' asa (笠)k' ï:  (毛) k'u ji (声)k 'u ri (こ れ)ー・

こ れに対して 共通語の キ・クの 子音に対しては無気音が現わ

れ る 古i : sa ( 黄色L、) 'ki ri (霧) 'k ubi (首) 'kumo (雲)

ただし， 有気音k' は喜界島 ではh に， 沖永良部島 でも h
(ときに F )に変わ る 傾向がある hasa"， ha sa'ォ(笠) çi : (毛)

hu riキ， Fu riォ(こ れ) humi"， Fum iォ(米). 与論島には有気・無

気の 別はないが， やはり k→ h の 傾向がある. 無気音の 上例も例
外となる 地方がある. 沖永良部島は大勢に反して ， k'u b i  (首)

k'umu (雲)の ように 有気音であり， 本来有気音 であったk'か
ら転じた h (F )と対立する. また， キに 対 する 'k i も 向島の 和
泊方言 で はk'i : sa (黄色い) tfi :  (弱) tfi tfumu (筒く) で あ

り， 後の こ例は 'ki→ tfi ， 'kju- tfu による . 徳 之 島 方 言 に も

' ki :ha ri  (黄色L、)k ‘i ri (緩)があり， r戚」のキなどは伊仙地方
ぱ3



はわりに法則どおり 'kidzi の如くであ る が， 亀津 ・天城地方は
k'idziが多いようである ま た 古i→'tfi は喜界島 方 言 の 特徴 で

もある• 'tfiri (努) ?a 'tfin e: (商)
無気音 'k は本土方 言 の 語頭 のクヮに対して 'kwa のように現

われる. ただ喜界島 だけは 'ka で応じる. また共通話 の連母音に

先立つ k に対しても 無気音化した 'k が聞かれる. 方 言 によって

は一種 の例外となるこ とがある. r肥えるJ 'kwë: r j uriC 大島 ・徳 〕
'koijumu C沖永) 'ke: jui C喜界) . ただし徳之島伊仙 村 地 方 は
lどwï(声)， 比較; 'kwi: rjur i (呉れる). r消えるJ 'kë:rjuri C 大島

北部・徳 〕 定i: jum C大鳥南部) 'ki: jumu C沖永) 'tfi: jui C 喜

界] また 初めに述べた渋則からは「草J r突し、」の類 は語頭 は無
気 音 'k である包:だが， 母 音の 無声化 に伴ない逆に k\1'sa ， k‘ysasa 

のように有気音化する大応南部 方 言 があり， 沖永良部島 で は k ' で

ある筈だが， k\1sa ， kvs asa のよう に 有気音が失わ れる 例が ある
から注意を要する

さて 共通語の諮中 語尾 の カ・ ケ・コの 子音 に 対しては， 大島地
方では語頭 に おける場合 と同様 有気音が多く現われるようだ一一
'tfi k'ja r a  (tfi 'kjara とも) (力) t 'a ba k'u (タバコ) k'uk'ur u (心)
k'a k'ï (怠け )ーーが， 喜界島 で は無気音をもってする 'tJi'ka ra ，

t 'aba 'ku， k'u'kuru， k'a 'ki のよう に . 沖永良部島でも だいたい無

気音である(tfi 'ka ra ， k' u'kur u， ha 加). 徳 之島方 言 については
十分明かにされて いないが， 伊{山村地 方 は大島式に従うようであ
り， 亀津む徳 丸!1方で は有気音の弱 ま り が見 られるようだ
次 にタ行有気音は大島 地方では， 共通語のタ・テ ・ ト の 子音に

対して現われる， t 'a r u  (誰) t 'ï (手) t 'ïg (天) t 'uji (烏)

wat 'a (綿) ?ut 'u (音) ha t'ara kjuri (働く). 徳 之島方 言 もこ れ

に 準じる. ただ語尾語中 の場合 には， 喜界・沖永良部島で は無気
音が現わ れる wa'ta (綿) ? a 'ti (宛) ?u't u  (音 )・ ・これに 対し

て チ・ ツには無気者が応じるの が普通である. 'tfi  (血) mu'tfi 
(餅)など全域で ， ツ の例は子音がさ ま ざ ま で次のように なる.

'ts i�'ts i  C 大 島北部 ・徳、 ) 't ï-'ti C大島南部) 't u C喜界・与路
島〕 従って 「爪」では 'ts imi， 'ti mi ， 't umi， 't umi の如〈で
ある. ただし， tfimi C沖永) ， 比較; 'ts u: (露) C沖永).

なお喜界島と 大 島北端 の佐仁地方にはパ行音に有気 ・俗、気の対

立がある. 共通話 の ハ行子音に当るのは有気音 p ‘(又は F )で ，
パ 行子音に対しては無気音 'p である， p 'ana (花) 'pa ra 'pa ra 

(パ ラ ノf ラ)?ip 'pai (一杯). このような 擬 声語 や促音に伴なって
無気音を見 るの は奄美方 言 の 特色で， 'ka f)'ka f) (鐘 の音)?ik'kef) 

(一間) 't ara 'ta ra (水滴 の音)なども 同類の 例である. 因みに，

ハ 行音p はさい果 の 与論島 に もあり， 古音 は両極端で呼応する状
況である. 中心地の大島北部はh が優勢で南下する に従って F が
濃くなり， 与論 島の p と 握 手する.

次 は日図喉閉鎖 音である. 語頭 における母音にこれが現われるほ
か， 子音では j w m n の前で 喜界島を除いて行わ れる. ?ju(魚)

?wa (豚) ? maga (孫) ?n i (稲 ・ 大 島 ). すな わ ち 語頭 の 音 節
の脱落に因るもの と 思わ れる(Ii'八重山語葉』に「豚Juwa ， 喜界
島はwa ). こ れに対Lて喜界Eきでは「下J r草J r史L、」な どは語

頭 の音 節 の脱夜に伴ない新たな 諮頭 に促音を生じ， ssa ， ssa ， 5sa 

(0 



と皆 同音に なる. 従って s s u (糞) S Si (癖)がある. このような 徳)， ニギリ(右;大島・徳)， ミンギョ(人形;大島北)， ミーヤ
場合第二音節の 子音が破裂音あれば， í叢」はt'ta又は 'ta ， í掴 (新屋=新築， 一般)， ミワ(庭;喜界). また 語 尾 のミに対して
む」はk 'k am ui又は 'k am ui， í二つ」は t 'ta:'t u又 は 'ta:'tuで ン ウン(海) ハ サン(欽) シラン(鼠)ーーは大鳥・与論烏で
ある. こんな場合は無気音が語 頭に現わ れるの だ 尤も「二つ」 は普通の ことであるが， 他の島々は語 集的 で しかも稀れである.
の 'ta-- は奄美方言で は普通の ことである. 既に母音の条で触れたスとシ， ズ(ジ) とジ(ヂ)(ズとヅ， ジと

カ行音節 で ， なお注意すべきは， ケに対して口蓋化したk je が ヂの 区別はない)の 識別状況の 大勢は次の とおり である.
稀れに大島北部 方言で 聞かれることである. k 'ak 'jeb a (書けば)・

k 'ak 'je (書け)C錯綜語浜J ， また九学会の 報告書からも， ?ik 'je 

(池) C無砕青J， ha!Jg ie (羽) C名瀬 ) ， ピjegawa (毛皮) C徳 之

島 亀津〕などが得られるから， もっと広く行なわ れて いるかも知
れない. 口蓋化といえば共通語のニに対しては 奄美方言 で は]11

(n ji ) でおり， ネに対してはm 又は n i である. 次 に ガ行鼻音

区別f大
喜

島・徳之島 伊仙地方

する 界島・与路島・請島

区別(徳之島の 大部 分
しな
い 沖永良部島・与論島

ス

SI 

su 

s i  

、/ ズヅ ジヂ
Si (d)zi (d)3i 

Si du d3 i 

si (d)zi (d) z ï  

Si (d)3 i  (d)3i  

は語 頭以外で 喜界島に だけある が， 鼻音に関してfí�、ろんな音韻 ただし， ズヅについては， 大島南部では di(ヅに対してはとき

変化が見られる. 喜界島のある方言 で は同島の他の 方言の 語中 の に ti ) が特徴である. 語 例は「杉Jí臼J í島J í石J í数J í疲」

カ行及びナ行子音に対応する母音や wに鼻音化がおこるという í水J í続くJí万自Jí叔父」などを以って したが， いろいろ例外

hüã: (クガ=卵， 漕ごう) Siüi (死ぬ) h白白:(漕ごう) ?a:合t があって， í相撲Jをシ7という傾向は大島北端部 を除く， 各方

(赤児， ? ak a!J wa: から?) • . またこれに似た鼻音化現象は大島 言に見 られる.

E華 北端の 佐仁方言にもあって ， 最近の 九学会の報告ではt zi wi ( 'ts i如) シとヒとの混同では， í質屋Jí七」など 語 頭にヒを使うのは，
大島北部 や 徳之島の 北端の 方言であり， シの 方が普通である. 却
って 徳之島の 亀津地方で はヒの 方をシという一一シギャイ (左)
シノレ(昼) シパチ(火鉢) シ ロルイ (拾う). なお 喜界島方言
で はチ・チュがシ・シュに転じる， シューイ (<チューイ くキュ
ーイ ， 来る) シュラサ (くチュラサくキュラサ;滑らさ=美し
し、) ーのような例があって有無音キ・キュ に湖る. 大島北端の 笠

疑 (爪) Siwa (島) a如(雨)が得られる が， 従来の 調査で はts u:，

Inn So:， au という形だけが知られ， m の脱洛として説明された あ

R 
れこれ考えるに， í雨」 は?am ï>?a如 >?aü i>? a uのように変化

jIiJ< した. 一方大島南部の 属島与路島方言 で は上記の 語 は t 'u命i ，

w Si 命a ， awïと発音して いる. ニとミの交替も奄美方言の 特徴であ

る， ニカン(蜜柑;大島北)， ウニ(海; ì沖永)， ニュイ (見 る ，
トー・



利村にもスキ(月) シキャラ(力)があるが， 'tsïk i ， 'tJ i  'kja ra 
から転じたらしレ.終りに局 部的に注意すべき音韻変化 の 例 で

は，沖永良部品で語尾 語中のギに対して和泊方方言ではd3iーム
ヂ (麦) ，ファジ(腔)ーであって知名方言の giと対立 する こと，

また喜界島の一 部では周辺方言のwu に対してグを使う こと­
gu'tu (夫)くwu'tu ，gu i (居る)くwu n などが挙げられる.

2 

動詞の終止形・連体形は動需�a ri (在リ)，wu ri (居リ)などを
除レて，述用形にwu ri (wo riとも)のついた形で示される. す
なわち「書く」はka ki +wu ri の融合形で為るが，活用形態はど
うか 比較表を掲げると次のとおりである〔22ztzzTZT戸線
でまと め に可
くいから， ..J 

だいたい五段活用であると言ってよかろ う .大島では南北の差

は殆どないが，徳之島と沖永良部島は志向形において一致し，与
論島は，ka+!) (くka+mu )が志向形なので，否定形はkaka!)+

nuとなった 喜界島の否定形kaka : はkaka!)から変化したら
しい.また徳之島は仮定形に特色があり，接続形(助詞「て」の
ついたもの)に kaのついた形のように見える 接続形の中には
いわゆる音使形を含み，本土方言のそれに似て五段活用の動詞に
あたる ものにだけ現われ る 大鳥・徳之島方言の例を示 すと，

katf i (在れ、て) kud3 i (1郎、で) kurutf i (殺して) tattfi (立
って)f idï (死んで) ho :tï (這うて) tudï (飛んで) nudï (飲

んで)natï (成って)ただし，í殺して」は一般にkuttf iと批
る 接続形に「在リ」 がつくと，動作の完了を示す，katf i+a ri 
> katfa ri (香レた)， í居リ」が つけば，動作の継続を表わす，

ka tfi + wu ri > katf u ri (脅き つ』ある) さ て各方言はそれぞれの
「書く」式の活用に従 う.もちろん共通語一段活用 に当る動詞

言?点空|志向形 |否定形|連用形|接 続 形|終止形|連体形|仮定形|命令形|禁止 形

大白北 部 ka ko : kaka!) kaki katf i kakju ri kak ju!) kakïba kakï kakuna 

大hl)南 部 ka ko : kakam kaki ka tf i kakjum kak ju!) kakba kakï kakuna kakju r 
喜 界 島 kako : kaka: katf i katf i katfui katfu!) kakiba kaki kakuna 

徳 之 島 kaka: kaka!) kak i  katf i kakju ri kakju!) katf ika ka kë kakuna 

沖永良 部品 haka: hakaD hatfi hatfi hatfumu hatfumu hakiwa ha ki hakuna 
|与論島I kakav kakannu kak i  I ka tJÏ l

Lakhli 
kakjuD 1 kakju ru I kakibo |同u口a

αコ



もこ れに準じて考えら れる. 一般に不規則な活用には 「居るJr在
る」があり， 国語のラ行変格活用に似る目 「来る」が最も 不規則
である. 大島北部方言 で代表すればk u: k u!) ki tt fi k juri 

k ju!) k iba (k uba) k u  k una であるが，喜界t'uだけは ラ行 化
が見え，k ur o: k ur a: tt fi tt fi su:i su:!) k ub a  (k uri ba) 

k u: k unna (sui くkj u:i ，su:!) くkj u:!) )である. r為る」も不規
則な「書くJ式活用であるが，ラ行化して， furi(終止)sïr a!) (否定)
sir i  (命令) (大島〕のよ うになるのが普通であるのに， 徳之島だけ
はサ行活用で，sa!) (否定) se (命令)であるが. なおワ行「書く」式
活用の動詞がラ行化する傾向が あ り， 喜界島・徳之島・ 沖永良
部島がはげし い 例え ば「買う」はk o:jui r喜) k o:r iu ri (徳〕
ho:jumu (沖) (以上終止)，ho:ra: (喜) k or a!) (徳) ho:r a!) (沖〕
(以上否定)， ho:i (喜) k o:rë (徳) ho:ri (沖) (以上命令)・0
の如くである.

ともかく「来る」がラ行五段化すれば， 否定形につく伎役の助
動詞 .suri 系・-safl山系 (する， さ する)のあるうち後者は不要
となって来る. 同様にして，受身可能の助動詞-rj uri系・-rarJun

溺 系(るる・ ら るる) も後者は不安となる・ 因みに奄美方言では使
騒 役の助動詞は不完全なサ行五段活用(仮定形はーセパでなくース
仰 レパに応じた形)であり，可能の助動詞はラ行五段活用である.
択 さ て推量形であるが， 奄美諸島でも志向形と推量形は分かれて
� �、る. 活用形式に表示 していないが，北部の大島と喜界島では終

w 
止形の-nの部分を-r o に変じたのが推量形となる.k ak o:(書

こ う) k ak jur o (書くだろ う)(大島〕のように.

こ の北方の形式に対して徳之島には連休形にサレーとL、う助辞
をつけて表わす(k ak ju!) sar e: =普くだろ う). また 沖永良部品
は沖縄式にハジを， 与論島ではパシをそれぞ れ連体形につけて推
量態を作るのである. ここ で終止形のこ とに戻る が，奄美方言の
それは ・ri (とき に ji ， i )語尾なのが特徴で，沖縄以南は -m，
-n なのが特徴であるが，奄美諸島中南方式は ーmu が沖永良部島
に， -m が大島南部にあるのである. ただし現状は大島南部のそ
れは根強いが， 沖永良部の それは -!) 語尾が増大している(-mu
>-!) ) また徳之島の k ak juri (伊仙地方〕 は岡島の他の 方 言 で
は， カクイ ・ カキなどの崩れた終止形になるから 注意を要する.
なお珍らしL、のは沖永良部品以外の島々で往々終止形に為る形が
二つ行われる方言に出逢うこ と である.ーn 語尾系統のものに，
新しく .!) 語尾 を併用するのである. 与論島の例を除いて， 連体
形の-!) 語尾を終止形として用いているら しい その怠味用法は，
なかなか把獲しにくいが， 本来の .n の方は，他人の動作とか，
自然に行われる動作の場合が多く， -!) の方は自分の意志を表わす
とか， 又習慣的に するなどの場合にも用いるようである. と
にかく奄美方言の終止形は目下動き つつあるように思う

形容詞は語幹+ サ十アリの融合形なのである.大島の例で言う
と， r長い」とL、う形容詞の活用形式は次のとおりである.

推量形 副詞形 理由形 接続形 終止形
nagasar o  nag ak u  nagasanu nag asati nagasar i 
連体形 仮定形 命令形
nag asaD nagasar iba nagasar i  宮、



だいたい他の島々もこの形式に従う. ただ推量形は与論・沖永
良部の両烏では， 動詞の推量態と同じく， 連体形にパ ジ， ハ ジを
つけ る. また徳之島はサレーを連体形につけて表わす こ と が多
い. 尤も接続形以下は動詞ari( 在リ)の活用に準じて 考えられ
る. 形容詞活用の特徴の一つは理由形( 長くて， 長いので)の存
在であろう， 尤も接続形( 音・便形)で理由を表わすこ と も あ る
が しかし， 形界詞に だけつく否定の助動詞( ネンなど. 後述)
は徳之島を除き， 副詞形に続くよりは， むしろ名詞形( 長サ) に
接続する傾向がある とくに沖永良部島は名詞形が他の活用形を
同化する傾向がつよい， シューサナン( 白くない)

チュン( 白く咲く) シュー サアタン( 白か った)

シューササ

なお音 韻上の問題であるが， 国語のク活用に 対 して終止形・連
体形は -san・- sat). シク活用に対 して -far i. -fa t)となるのが普
通であるが， 前者に統ーされた大島北部のような例がある また

徳之島では伊仙地方は， 両方とも ・har i ・・hat)であるが， 同ぬの
他の地方ではそれが， 更に -ari ( -ai)・-at)に転じて いる( 長ガ
アイ， 長ガアン). 

しかし上の形式の他に， 九州 式カ語 尾の形式も相当行 われ， 奄

美諸島の北部 ほ ど多く， 普通は終止形・連体形に現らわれる 長
ガカのほか長ガカン〔大島北部 〕 がまbり， 徳 之 島では長ガカーと
長音 化するが， 他に長カ・ケェー， ムィズィラケェー(珍らしい)
とL、う -kë:語尾のあることは既に 音 績の条で触れた 喜界 尽に

はイ語尾の枕形， タケ一山・ ミンダシ一人(珍らしい人)もある.
なお， 与論g独得の連体形式に形容詞名詞形+シュルの言い方が

ある トゥーサシュノレ山( 速いー) をトゥーサノレ山と併用する.
o 

このーシュJレは シ+ヲリかも知れぬ. ついで奄美方言では形容詞 H 

のあるものの語幹が連体形を用いたときと同じ機能を発揮するこ
とである， トゥーミチ( 速い道). シノレパナ( 白い:1[;). 次に共通
話の形容詞「無し、」に当るものは. net)が最もひろく用いられ，
ne:も喜界・与論などにあり. na!Jが 沖永 良部烏にある. その活
用は大島では. ne ndaro ( 推量) ne nta (過去) ne t) ( 終JI二・連
{本) ne mba ( 仮定)であるが， まれに 連体形 に ne:rat)( 在ラン

に類 推して). J理由形に ne nn u とし、う処があって， 形容詞の活用
に似ている. だいたい各方言とも終止形だけを用いる 傾向がある

ことが看取される. この ne t) の類は， 形容詞 について 助動詞と

なるが， 動詞にはンとし、う助動詞がつく.

次 に表現面を見 ょう
可能態はヌ7ルュリ( 鋭ゐる). ヌ マラン( 飲め ない)の よ う

に助動詞を使うほか � キノレとL、う北九州 式の言い方もあり ， 北
部 に勢力がある. 喜界 島では， ヌミ ース イ( 飲め る). ヌミースラ
ー (飲めない)とL、う時のスイ ・スラーは， キル・キラーの靴形
である. 徳之島ではヌミ キランと言えば， 君主々力尽きて飲め ない
状態をさし， 与論島の牛ル・キランは共通話的場面で使用すると
いうが， 岡 島には薩摩北部 式のヌミ ナル・ヌミ ナランもある. 希
望の意には. í欲しL、」系のブ シャ ・ プサf大島・沖永・喜界〕の
ほか「たし」の側の チャサリ・チャカ・タカC大 鳥〕 チャサイ

〔与論〕チャーリ〔徳 〕があり， 喜界・大島ではまた終助詞ノイヤを

用いて， ....白パヤー(ヌムパヤー =飲みたい) C大島〕ともいう.
，. 



義務・当然の意には， 書カンパナラン〔喜界・大 鳥・徳) ， 書カ

ンニャー〔沖永良〕 という 九州式のものがある.

断定の1まには， 広く助動詞ジャも用いるが， ドー(感動の「ょJ

に当る) が優勢である. ダー〔徳之島〕とし、う助詞もある 与論

島ではデ ーノレというが， この形は， 喜界ぬでほ丁寧体「です」に
当るらしい . 丁寧休はいろいろで徳之島にはダニがあり， 大 島で

はダリョーリ〔北部 〕 ダリャ ヲリ" (南部 〕という. 辺境ではヤ
プ ム〔沖永 〕 エービューシ〔与論 〕という.

さて 尊敬体「お書きになる」に当る言い方は沖縄式の 「書き召
し居り」の批形が徳之島・与論島を除いて 広く行 わ れる ， katfi!)­
so: ui ( 喜界)， kaki!) forju ri ( 大Q). 従って その命令形は舎キン

ソーレ(舎キンショーレ) が普通である. この表現法を用いない

地方は接頭形にタポレ， あるいはタパレ〔与論 〕をつけて， カチ
タボレ(書いて 下さい→お書きなさい) というのである. 因みに
名瀬方言には密キンソーレに似た形の書キンソーリ， 書キンソー
ロ(志) 筈キンソーラン(否) があるがこれは丁寧体であって，

寺師忠夫氏の説のように書キモ為+ヲリの融合形と考えられる
麗 普通に大 鳥方言で用いる丁寧体は次 のとおり である. ( ) 内は
騒 常体を示すー

I�a 大島北部 大島南部
1<:: 読みます ユミョーリ(ユミュリ) ユミャヲリ(ユミュリ)

11IK 

w 
為 ます ショーリ

ソーリ (シュリ) シャヲリ (シュリ)

この南北対立はL、ずれも， 読ミ+は+ヲリの形が， 音 績融合の

仕方の違いによって生じたのである. (fはJについては後出). 先に述
べた大 島の断定の丁寧体もデアリ+は+ヲリであった. また喜界
島ではユメーイ(読みます)， カチューイ (書き ます)， シェーイ
(為 ます) のように動詞のエ;9"IJ長音にイ(即ち， り) が添うて L、
るが， この方言の音 韻変化の法則から見て， やはりユミ+は+ヲ
リ( wu r i ) がユメーウリを経て生じたものであろう. 徳之島には
またユメーリュリ ，(読みます)， カケーリュリ， (書き ます)， シ
ェーリュリ(為し ます) が動詞のエ列長音 にーリュリが添った丁
寧体があるが， 喜界島のと縁があろう. さて これらの言い方に対

して ， 沖永良部島では， 連用形と丁寧の助動詞ヤ プム(断定 「在
リ」の丁寧休) を融合した形でハチャ ー プム(書き ます) ， アヤブ
ム(あり ます) ， アーサアヤ プム(赤くあり ます， 赤いです) ， 与
論ではヤピン， ヤピュンなどを同じ方法で使う.

推fE態はさきに触れたもの以外に， 沖永良部島ではアナジ・ア
ナゼという語 を形容詞の推量態として 盛んに用いる， アーサムア
ナジ(赤いだろう). しかし他の島でも与論島でまれにアラジとい
うし， 大島北部でも， アナジ ・ アラズィ ・ アラジなどが聞かれ

る. これらは， おそら く本土方言の古L、「在らずに」に当るもの
で， 赤くなくて どうする→赤いだろうのように意味化したものと
思う.

しかし奄美方言でもっと普遍的な推皇態はアランカ ヤ で お ろ
う. 舟ヤ アランカヤ(舟だろう)， カキュンアランカヤ (書くだろ
う)一一これも替くことあらぬかょが原義であった. 次に 共通語 H 

.... 

の推量の「 まし、Jに対しては， メェ( më)(大島・徳〕 メー〔喜



界・沖永〕 があるが， 殆ど大島では用いられず， まれにフルメェ
(降る まL、 )のように言うが， この際は共通語の動詞の基本形に
接続するのは注意すべきである. 喜界島はイ カンメー(行く まL、)
のように二重否定の形を喜ぶ.

推量;の意の「らしいJ1 ょう だ」に対しては， 大島は 連用形接

続のチャゲサリ〔大島J， チャギサイ 〔喜界J， ギサイ〔与論J， ギ
サ〔沖永J， ゲェーリ〔徳〕 など 本土方言の「うれしげ」など の
「げ」と関係のある助動詞を用いる. 沖永良部烏には イ チュン芝

ネアム(行くらしし、 )， 天気 ガヤラ(天気 らしL、)のような言L、

方も ある. 比況の意には九州式の「ノ如アノレ」は沖永良部で花ヌ
グ トゥアン， 花ヌクトゥシュム(-如 くする)とも いう. 他の島

々は， ネシュイ〔与論 ・徳J， ニシー シュリ， ヌィンシシュム〔大
な

島J， ナッシュイ 〔喜界〕 など「似るJ 1如す」と関係の深い語を
使う. 山ネシュン波〔徳J， 山ナッシェン波〔喜界J. これらの推
定比況の意を表わす語には， 1 ・0しないで」 とL、う 否定接続法
をも 作るものがある. 1 しないよう にして」という心持ちで
ある 「行かないで」は， 行カンガネ〔沖永L行カンナッシ〔喜

界J， 行カンカ。ニシ ・行カンガネシ〔与論 ・l.Î@J， 行キャンガヌン
シ・行キャンガ トゥン〔大島南部 〕のように. ところが本土の中
国方言を思わせる， 行カンゴー〔徒、 ・大島北部J， 行カンコ ・行カ
ンコー シ〔沖永〕など があり，九州式の， 行キャズィ， 行キャジ，
行キャジステ ィ (行かす号して)など も 大島北部ではきかれる.

理由の意を表わすには， カラ ・カラン〔大島J， カナ〔大島.対

永J， クイン(k ï!J) ( 徳J， 沖永良部ぬでは， トゥニ， トゥ(フユ

ントゥ=降るから)が優勢であり， またナテ ィ〔与論J， ナッティ
〔喜界〕 とし、う語を連体形につけ る言い方も ある. 喜界島には薩 出

隅式のデも ある. 与論島には沖縄式のクトゥ(キュー クトゥ=来
るから )が行われる. 対比を示す「のにJは単純にモンニ(もの
に )というのが一般 的である. 1 けれども J に は 喜界島ではモン
ジャガ(スモンジャガ=為るけれども )とし叫、， 大島ではパン・

パム(アハサンパム=赤いけれど )を使うが， 徳之島以南ではス
A A 

ィガ・シガ(イ キューシガ=行くけれど )を使う. 主格の「が」
はあるが， 主にヌ(1の」の批り)を使う. 目的の「を」 に当る
も .のはない. 時にパを抑えることがゐるが， それは強く目的物を
指示するのである. 係助詞「は」に対しては今日はワの変化した

ヤ が普通， ワを用いるのは沖永良部 だけ. 係助詞「ぞ」に当るト
ゥ(du )とL、う助詞があって連体形で結ぶ. 大島北部の例でいう

と， ジドゥ カチュノレ(字をぞ3いているんだ， 他のことはして

いなLうである. 普通カチュンが連体形なのであるが， 古いカチ
ユノレが復活するのである. また与論島には， カキどよヱ 之�
ノレ(書けばぞ成る→書かねばならぬ)とし、う慣用句がある

動 作の目的には遊ピガ〔大島・徳・沖永J-ギャ〔大島J-ガン
u恋〕など九州色のもののほか， 遊ヒ'乙三〉土〔喜界・沖永〕など

特殊なも のがある. 受身の動作主の「に」に対してはニが広く使わ
れるが， ンヂ〔大島北部 〕 ニン〔徳〕 ン〔大島〕がある . 手段
を表わす助詞は， 1筆で書くJ は 全島で「乍シ-Jという が， 喜
界ではヂと也いう 「船で行くJ の場合も 同じ助詞 を使うが， 古

くは「船カラ-Jであった 場所を表わす「でJはナ ンティ及び
その批形多く， そのほかグティ・ヂ〔喜界〕がある . 方向を示す



には， 山カチが優勢な中に， 徳之島には山カー， 山カンがある.
終点の「 まで」には， 古語 の「がり」を思わさせるガリ・ヵ・ディ

〔大島〕のほかアニ 〔喜界〕タ ニ， タ ン〔沖永 ・徳〕 な ど 変った

も のが多い. 比較の「より」も多彩で， 共通語 と関係 の あ る 助
詞， ユカ 〔沖永・徳) ， ユリ 〔徳)， ユレー〔喜界)， ユッカ〔大島
南部〕のほか， ヨ? (大島北部〕のように北薩摩の小方言と同形

のも のもある これに類 するのは ユン? (大島南部) ， ン マ・ン
ク? (大島北部)， クンヤ ー・クンニャ 〔与論〕 がある. 終 助詞
を一瞥すれば， 感動を表わすガのほかにヤ ーを用いるのが特徴.

疑問の助詞にはカのほかにナ がある. それはある条件ではニャ と
なる 学校 ナ (学校 か)， s iraÐ na (為なL、か). su Ð n j a  (為る

か). 徳之島ではこのほかに， セーとL、う助詞を使うのが特徴. 沖
永 良部島には イェ(je)(hatJu j e=書く か)， 与論島にはイィ
(jりとし、う疑問の助詞がおる.

辰後に否定疑問文に答えるイ エース ， ノーの使い分けは英語 式
で， アーイ (�、L、え)とL、う語 が否定文に 先立つのである. 単語
の構成には， 強意を表わす接頭辞は発達していなレが， 単語 には

礎 指小辞の「子 」と同語のクヮ〔大島北部〕・ グヮ〔大島南部 ・徳]

官毒 - カー〔喜界〕などが つくが， カーはン<1 の」の意味)を介し
仰 て， ナピンカー(鍋)のように いうのであって， 大 隅半島尖端部
快 の方言 に似る. この接尾辞の代り に， 与論 ・沖永良部 地方はガマ

判K

w 

とし、う指小辞を愛用する. また禽獣の名の語尾 に母音 a: または
aのつくも のは， 軽蔑的な感情ーが伴なうと言われ， ガラサー(烏)

・ 7ヤ ー(猫)(喜界) ， ユン トヮリャ (雀)・ギャ ー(もぐら)

f徳)， ピキャ (蛙)・ミーヂャ (みみず) (大島北部〕など各方言

に見出される. 代名詞の自称、は男女共通のワ ンで一貫するが， 対
柄;には必ず敬称のものと卑称のものとがある. ウイ (敬) とイャ ­
C大島北部) ， ナ ミ (敬) とウラ〔大島南部)， ウリ (敬) とウラ〔徳 )，
ナ ーミ{敬)とダ〔喜界) ， ナ タ (敬)とウラ〔沖永 )，ウーレ (敬)とイャ
一〔与論〕のようである.

アクセント ・語集についても書きたかったが次の機会にしたい. なお旧

蕪稿の所説と一致しないものがあれば木稿を以て正しいとする.
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